










第４学年○組    算数科学習指導案 

指導者         

１ 単元名  面積のはかり方と表し方 

      「広さを調べよう」 
 

２ 単元目標 

 ○ 身の回りにあるものの面積に関心をもち，それらの面積の求め方を考え，進んで求めようとす

る。                                （関心・意欲・態度）  
○ 面積について，量や乗法の学習を基に，単位の何こ分で数値化して表すことや，辺の長さを用

いて計算で求められることを考えることができる。                   （数学的な考え方）   
○ 長方形，正方形の面積を，公式を用いて求めることができる。                       （技能）  
○ 面積について，単位と測定の意味や，長方形や正方形の面積は計算によって求められることや

その求め方を理解し，面積の量感を身に付ける。                             （知識・理解） 
 

３ 指導観 

  〈単元の系統表〉 

 

 

 

 

 

 

 

 
○ 本単元は，面積について単位と測定の意味を理解し，長方形及び正方形の面積の求め方につい

て考え，それらを用いて面積を求めることができるようにするとともに，面積についての量感を

豊かにすることを主なねらいとしている。 
具体的には，面積を表す基本の単位としての「平方センチメートル（㎠）」「平方メートル（㎡）」

「平方キロメートル（㎢）」を知り，それぞれの単位の相互関係を理解すること，長方形や正方

形の面積の求め方を考えること，長方形や正方形を組み合わせた図形の面積の求め方を考えたり

説明したりすること，身の回りにあるものの面積を実際に測定することである。 
  本単元では，これまでの量で学習した「直接比較」「間接比較」「任意単位による測定」「普

遍単位による測定」という調べ方を段階的に学習していく。第３学年までに，長さの単位「㎝」

「ｍ」「㎞」とその関係について学習しており，新しい単位を知る場面や面積に対する量感を養

う場面では，見通しをもって学習できる。また，面積の違いを，切って重ねたり，図形のしきつ

めをしたり，一つの正方形のいくつ分として比べたりする活動を通して考えたことを，言葉，数，

式などを用いて説明をかく活動を取り入れる。その中で，単位としての大きさのいくつ分として

面積の大きさを数値化して表すことのよさや，有用性に気づくことができる。さらに，机の面や

教室の床，体育館など身の回りにある様々なものの面積を実際に調べる活動を通して，単位の大

きさの面積の量感を養い，それぞれの単位を身近なものとしてとらえることができる。そして，

対象によって適切な単位を用いることの利便性に気付き，面積の学習が日常生活の中で有用であ

ることを実感することもできると考える。 
  本単元の学習は，第５学年の平行四辺形，三角形，台形，ひし形と拡張された図形の求積の基

礎となり，また，単位の考え方は体積にも関連し，さらに縮図や拡大図の実際の面積などへも発

展していく。 

第４学年 第５学年 
「面積のはかり方と表し方」 「直方体や立方体の体積」 

「四角形と三角形の面積」 
第３学年 

「どちらがひろいかな」 
「長いものの長さのはかり方」 
「重さのたんいとはかり方」 

第２学年 
「長さのたんい」 
「水のかさのたんい」 
「長いものの長さのたんい」 

第１学年 
「どちらがながい」 



 ○ 本学級の児童は，これまでに面積の広さ比べを通して広さの概念についての理解の基礎となる

経験をしてきた。また，長さ・かさ・重さの学習では，「直接比較」「間接比較」「任意単位に

よる測定」「普遍単位による測定」の４段階の測定活動から，量の概念や大きさの数値化，測定

の基礎を学び，１cm，１ｄＬ，１g などの普遍単位の有用性に気付く経験を重ねてきている。 

   ７月中旬に行ったレディネステストの結果は次のようであった。見た目の広さを比べる問題と，

基準量で比べる問題では１００％と大変高い正答率であった。このことから，既習の内容の定着

はとても良好であることが分かる。未習の長方形と正方形の面積を比べる問題のうち，直接比較

の項目では未習ながら５７％の児童がはみ出た部分を比較してどちらが大きいかを判断できてい

た。しかし，周りの長さが分かっている場合では，周りの長さの合計が同じであれば面積も同じ

だと考えている児童が６３％いた。長さから面積を類推しようとする着眼点はもっているが，量

としての長さと広さの捉え方は曖昧であり，面積の量感を養う必要があることが分かった。 
   事前に実施したノートに関するアンケートでは「ノートのどこに何を書けばよいかが分かって

いるため，ノートの準備がしやすくなった。」「見開き２ページにきれいにまとめることができ

たとき嬉しい。」と答えた児童が数名いた。しかし，学級の半数以上の児童が「ノートには黒板

に書いてあることを写している。」「ノートに書いたことを説明できない」と答えている。 

   そこで，ノートから見える児童の表現と思考の段階は以下のようである。 

  【表す段階】曖昧な見通しや手順，経過をかき表すことはできるがひとりで考えをつくることが        

不十分な児童・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５１％ 

    【表現する段階】算数的活動から意味や根拠をもって自分の考えをつくれる児童・・・・４２％ 

    【表現を工夫する段階】考えに合った表現を工夫し，よりよい考えを導こうとしている児童・７％ 
 
○ 本単元の指導にあたっては，これまでの量と測定の学習同様，面積を具体的に比べたり測った  

りして調べる算数的活動や，面積の保存性や加法性から類推して長方形や正方形の求積公式を活

用した複合図形の面積の求め方を説明する算数的活動を通して，ノートに自分の思考を表現しな

がら考える子どもを育てたい。 

   そのために，プロローグでは，いろいろな四角形を使った「しきつめ」をして広さ比べをする

中で，面積に対する興味関心を高める。小単元１「広さの表し方」では，周りの長さが同じ四角

形の広さを比べる。見た目ではどちらが広いか分からない正方形と長方形を切って重ねたり，補

助線を引いて任意単位を考えて数値化したりする算数的活動を通して，面積も基本単位の何こ分

かで表せることを導くことができるようにする。その際，必ず，どちらが広いと考えたのかとそ

の根拠を，自分が行った作業の順にノートにまとめさせていく。また，ある三角形の面積が１㎠

であることを，三角形を１㎠の正方形に変形して説明するなどの算数的活動で理解を確実にし，

面積の保存性の概念や量感を養う。 
     小単元２「長方形と正方形の面積」では，長方形や正方形の縦，横に並ぶ１㎠の正方形の数は

辺の長さを表す数のかけ算をすれば求められることから面積を求める公式を導き出す。複合図形

においても，長方形や正方形の求積公式に帰着すれば面積を求めることができることを，図形に

補助線を引いたり，自分が行った作業の順に数値を図形に書き込んだり，文で説明したりなどし

てノートにまとめさせていく。活動の中で考えをつくれずにつまずいている児童にはヒントカー

ドを用意しておき，思考を促す助けとしたい。考えの交流後には，フラッシュカードを用いて，

図形に応じた面積の求め方を考える活動を重視することで公式のよさが定着するようにする。 

   小単元３「大きな面積の単位」では，１㎡の正方形が何㎠にあたるかを，１ｍ＝１００㎝であ

ることから計算して求めるとともに，実際に１㎡の中に１㎠を何こ並べられるかを調べ，単位の

相互関係を理解できるようにする。また，今まで１㎠を単位にしていたものを１㎡にすればより

簡単に計算で求められることを，教室の面積を実測するなどの算数的活動を通して実感させ，１

㎡の必要性を感じることができるようにするとともに，量感をもたせて学習内容の定着をはかる。

１㎢や「アール」「ヘクタール」の相互関係についても同様にして学習を進めていく。 



４ 単元計画（全１３時間） 

 配時        目    標      主な算数的活動     ノートの視点 

１ 

 

プロローグ・いろいろな四角形を

使ってしきつめをし，面積に対す

る興味を高める。 

・いろいろな四角形を使っ

て，しきつめをする。 
 これまでの量の学習をふ

り返り，大きさの比べ方を

かく。 

 

２ 

 

 

○ 面積の比べ方をいろいろな

方法で考え，面積を比べること

ができる。 

・自分のつくった図形の広

さを比べる方法を，間接

比較したり任意単位を用

いたりして考え，言葉や

数で説明する。 

長方形や正方形の広さ比

べた方法やそこから分かっ

たことを，線を引いたり言

葉で説明したりする。 

３ 

 

 

○ 面積の単位「平方センチメー

トル」を知り，面積の意味につ

いて理解する。 

・図形の面積の表し方を考

え，１㎠に切ったものを

しきつめていく。 

面積を１㎠の何個分かで

表すことの意味を言葉，数

図を用いてかく。 

４ ○ １㎠をもとにすることで，そ

のいくつ分かで面積を求めた

りかいたりすることができる。 

・面積を切って動かしたり

同じものを２つくっつけ

たりして面積を求める。 

面積を求める式とその意 

味を言葉と数，式を使って

説明する。 

５ 

 

 

○ 長方形，正方形の面積を計算

で求める方法を考え，公式をつ

くることができる。 

・長方形，正方形の面積を

求める公式をまとめる。 
  面積を求める公式とその

意味をかく。 

６ 

 

 

 

○  長方形，正方形の面積を公式

を使って求めたり，辺の長さを

求めたりすることができる。 

・公式を用いて長方形や正

方形の面積を求めたり辺

の長さを求めたりする。 

公式を用いて長方形や正

方形の面積を求めたり，辺

の長さを求めたりする説明

をかく。 

７ 

本時 

○ 既習の学習を活用して，長方

形を組み合わせた図形の面積

の求め方を考えることができ

る。 

・複合図形の面積を，分割

したり，補ったりするな

どのいろいろな考えで求

める。 

複合図形の面積は，長方

形や正方形の求積公式を使

って求められることとその

理由を言葉，数，式，図で

かく。 

８ 
 
 

○ 面積の単位「平方メートル」

を知り，㎡と㎠の関係を理解す

る。 

・１㎡は何㎠になるのかを

調べる。 

１㎡は何㎠になるか調

べ，その理由を言葉，数，

式，図でかく。 

９ 

 
 

○  辺の長さがｍの場合も，長方

形や正方形の面積の公式が適

用できることを理解する。 

・１㎡の正方形をつくり，

面積の量感をつかむ。 
辺の長さがｍの場合の長

方形や正方形の面積を，公

式を用いて説明をかく。 

１０ 

 
 

○  面積の単位「平方キロメート

ル」を知り，㎢と㎡と㎠の関係

を理解する。 

・町の面積を調べる。 
・１㎢は何㎡になるか調べ

る。 

正方形の１辺の長さと面

積の関係を，言葉，数，式

図で説明をかく。 

１１ 
 
 

○ 面積の単位「アール」「ヘク

タール」を知り，面積の単位の

相互関係を理解する。 

・１辺の長さを，１０ｍや

１００ｍにしたときの面

積を考える。 

正方形の１辺の長さと面

積の関係を，言葉，数，式

図で説明をかく。 

１２ ○ 面積についての興味を広げ，

面積の量感についての感覚を

豊かにすることができる。 

・身の回りのいろいろなも

のや場所の面積を，見当

をつけて調べる。 

調べたいものを見つけて

見当をかき，調べて分かっ

たことをまとめる。 

１３ ○ 学習内容を確実に身に付け

る。 

・「力をつけよう」に取り

組む。 
問題，公式を使った式，

答えをかく。 



第６時  ～既習の求積公式を使った複合図形の面積の求め方を考える学習～ 

 

５ 本時目標 

○ 既習の求積公式を活用して，複合図形の面積を求めることができる。   （数学的な考え方） 
 

６ 本時指導の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 準備 

    教師：２種類の複合図形（プリント用・掲示用），ヒントカード，フラッシュカード 

    児童：定規，のり 
 
 

・複合図形の面積の求め方を，既習の長方形や正方形の求積公式に帰着して考えている。 

・よりはやく面積を求めるための，複合図形の特徴に合わせた面積の求め方を考えている。 

【考える子どもの姿】 

 

・「つくる」で，２種類の複合図形の面積の求め方を，既習の求積公式が使える形になおして

考える算数的活動を行う。２種類の複合図形を提示することで，全体から部分を取り去る考

えが出やすくなるとともに，複合図形の特徴に合わせた求め方があることを知ることができ

ると考える。また，公式を用いることのよさを実感し，その必要性，有用性を認識すること

ができる。つまずいている児童に対しては，補助線を引いた図形をかいたヒントカードを渡

し，思考を促す。 

【算数的活動】 

 

 [表す段階]         [表現する段階]          [表現を工夫する段階] 

 

【ノート指導】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 １㎠の正方形の数を

数えれば，面積を求める

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

補助線を引いて長方形３

つに分けると，習った計算の

仕方で面積を求めることが

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

図形の形に合わせて補

助線を引くと，式の数が少

なくてかんたんに求める

ことができる。 

方眼の数の求め方を

計算で表現するよう問

いかけることで，長方形

や正方形に分けて考え

るよう促す。 

 作業の行程が少ない補

助線の引き方がないかを

問いかけることによって，

よりはやく求められる方

法を考えるよう促す。 

 行程が少ない方法を使

い分けることができるよ

うに，複合図形の特徴ご

とに，はやく求積できる

方法を考えるよう促す。 

方眼の数が

40 こで，答

えは 40 ㎠ 

方眼の数が

37 こで，答

えは 37 ㎠ 

式が４つ 式が３つ 

式が４つ 式が３つ 



８ 本時の展開（７／１２） 

過程 学 習 活 動 と 内 容 支援・指導 
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ま

と

め

る    

１ 本時の問題について話し合い，めあてをつかむ。  
                         

  
 
 
 
 
                                                                                                               
 
２ 見通しを立て，問題を解決する。 
（１）見通しを立てる。 

・長方形や正方形の面積公式が使えるようにする。 
→ 線を引く。（分ける，全体から引く） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 凹字型の複合図形の面積。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 面積の求め方について話し合い，図形に応じたよりよ

い求め方について考える。 

 ①それぞれの図形の面積の求積方法について説明する。 

 ②考えにタイトルを付ける。 

③それぞれの図形に合う求め方について話し合う。 

 ④他の複合図形を提示し，よりよい求め方を考える。 
４ 本時学習をまとめ，今日の学習をふり返る。                    
（１）複合図形の求め方をまとめる。    
  
 
（２）自分のふり返りをかく。 

  ・たくさんの方法で求めることができた。 
  ・図形に合う求め方があると知った。これからは・・・ 

  ・面積の公式はいろいろ使うことができて便利だな。 

※ 既習を振り返ることで前時

との違いを確かめる。 
 
 
 
 
 
 
 
※ 見通しを立てやすくするた

めに，方眼入りシート上にの

せた複合図形を提示する。 
※ 面積を求める過程で使った

長さを書き込むことを確認す

る。 
※ つまずいている児童には，

図形の中に方眼を入れたもの

や線を引いたヒントカードを

使ってよいことを伝える。 

※ 複合図形の特徴に合った方

法を考えるために，１つの図

形の求め方の多様性ではなく

２つの図形の面積を求めるよ

うに指示する。 

※ 思考の過程が残るように，

どこに線を入れたのかが分か

るように赤で線を入れるよう

指示する。 

 

 

 

※ 求め方の共通点から既習の

形に帰着して求めていること

に気付かせる。 

※ 形の特徴に合わせたより簡

単な複合図形の面積を求め方

があることを確認するために

他の複合図形のフラッシュカ

ードを提示する。 

 

 
 
 
 
※ 自分の学びをふり返り，考

えたことやかいたこと新しく

知ったことなどを書くよう指

示する。 

 
〈問題〉右の２つの図形では，どちらがどれだ 

けひろいでしょうか。 

〈めあて〉   でこぼこしている形の面積の求め方を考えよう。 

〈まとめ〉でこぼこした形の面積は，図形を分けたり全体から引いたりすれば，習った面
積の求め方を使ってかんたんに求めることができる。 

分ける 

分ける 全体から引く 

4×4＝16 

2×4＝8 

16＋8＝24 

答え 24 ㎠ 

2×4＝8 

2×8＝16 

8＋16＝24 

答え 24 ㎠ 

2×4＝8 2×4＝8 

2×4＝8 

答え 24 ㎠ 

4×8＝32 

2×4＝8 

3×8＝24 

1×2＝2 1×2＝2 

2+2+24＝28 

答え 28 ㎠ 

4×2＝8 4×2＝8 

3×4＝12 

答え 28 ㎠ 

4×8＝32 

 

 

1×4＝4 

32－4＝28 

答え 28 ㎠ 

8+8+8＝24 32－8＝24 

8+8+12＝28 

（２）自分の考えをつくる。 

  ① L 字型の複合図形の面積。 

 

 

 

 

 

 

 

② 凹字型の複合図形の面積。 

 

 

 

 

 

 

 

答え ㋐の方が㋑よりも３㎠ひろい。  

 

 

 

 

 

・２つの四角形に分けて計算する。 ・大きい長方形から引く。 

・３つの四角形に分けて計算する。 ・大きい長方形から引く。 

5×5＝25 

3×5＝15 

25＋15＝40 

答え 40 ㎠ 

2×5＝10 

3×10＝30 

10＋30＝40 

答え 40 ㎠ 

5×10＝50 

2×5＝10 

答え 40 ㎠ 

3×11＝33 

1×2＝2 1×2＝2 

2+2+33＝37 

答え 37 ㎠ 

4×2＝8 4×2＝8 

3×7＝21 

答え 37 ㎠ 

4×11＝44 

 

 

1×7＝7 

44－7＝37 

答え 37 ㎠ 

50－10＝40 

8+8+21＝37 

㋐ ㋑ 



第４学年○組    算数科学習指導案 

                                                                  指導者        

１ 単元名  面積のはかり方と表し方 
      「広さを調べよう」 

 

２ 単元目標 

 ○ 身の回りにあるものの面積に関心をもち，それらの面積の求め方を考え，進んで求めようとす

る。                                （関心・意欲・態度）  
○ 面積について，量や乗法の学習を基に，単位の何こ分で数値化して表すことや，辺の長さを用

いて計算で求められることを考え，とらえることができる。               （数学的な考え方）   
○ 長方形，正方形の面積を，公式を用いて求めることができる。                       （技能）  
○ 面積について，単位と測定の意味や，長方形や正方形の面積は計算によって求められることや 

その求め方を理解し，面積の量感を身に付ける。                             （知識・理解） 
 

３ 指導観 

  〈単元の系統表〉  
                              

 

                                            
                                         
                                                        
                                             

 

 

○ 本単元では面積について単位と測定の意味を理解し，長方形及び正方形の面積の求め方につい

て考え，それらを用いて面積を求めることができるようにするとともに，面積についての量感を

豊かにすることを主なねらいとしている。 
具体的には，面積を表す基本の単位としての「平方センチメートル（㎠）」「平方メートル（㎡）」

「平方キロメートル（㎢）」を知り，それぞれの単位の相互関係が理解すること，長方形や正方

形の面積の求め方を考えること，長方形や正方形を組み合わせた図形の面積の求め方を考えたり

説明したりすること，身の回りにあるものの面積を実際に測定することである。 
  本単元では，これまで学習した「直接比較」「間接比較」「任意単位による測定」「普遍単位

による測定」という調べ方を段階的に学習していく。第３学年までに，長さの単位「cm」「m」

「㎞」とその関係について学習しており，新しい単位を知る場面や面積に対する量感を養う場面

では，見通しをもって学習できる。また，面積を切る，しきつめるなどの算数的活動を通して，

言葉，数，式，図などを用いて考え，ノートに説明する活動を取り入れる。その中で，単位とし

ての大きさの何こ分（１㎠の何こ分）として面積を数値化して表すことのよさや有用性に気付く

ことができる。さらに，身の回りにある様々なものの面積の実測活動を通して，単位の大きさご

との面積の量感を養い，それぞれの単位を身近なものとしてとらえることができる。そして，対

象によって適切な単位を用いることの利便性に気付き，面積の学習が日常生活の中で有用である

ことを実感することもできると考える。 
本単元の学習は，第５学年の平行四辺形，三角形，台形，ひし形，円，おうぎ形と拡張された

図形の求積の基礎となり，また，単位の考え方は体積にも関連し，さらに縮図や拡大図の実際の

面積などへも発展していく。 

「長さのたんい」 
「水のかさのたんい」 
「長いものの長さのたんい」 

「面積のはかり方と表し方」 「四角形と三角形の面積」 
「直方体や立方体の体積」 

第５学年 第４学年 

第３学年 第２学年 

「どちらが広いかな」 
「長いものの長さのはかり方」 
「重さのたんいとはかり方」 

第１学年 
「どちらがながい」 



○ 本学級の児童は，これまでに「長さ」「かさ」「重さ」の学習で，具体的に比べたり測ったり

する操作や経験を重視しながら，普遍単位の何こ分かで表すこと，計算を使って求めること，基

本単位同士の関係を学んできた。「直接比較」「間接比較」「任意単位による測定」「普遍単位

による測定」という測定の４段階についてもそこで経験しているが，レディネステストから見て

児童全員にこの考え方が身に付いているわけではない。また，面積の単位の基準となる長さにつ

いては，第３学年までに長さの単位「cm」「m」「㎞」と，その単位の関係について学習してき

たが，単位相互の関係についての理解がまだ十分ではない児童もいる。これは，面積の学習の際

に単位ごとに面積の量感をつかみ，単位相互の関係を考える上で，大切な概念となる。 
      また，７月中旬に行ったレディネステストの結果は以下のようであった。図形の広さを直観で

比べる問題と，任意単位の考え方を用いて広さを比較する問題での正答率は，ほぼ１００％と高

い。また，直接比較の考え方を用いて広さを比較する問題では，約３０％の児童が誤答であった。

しかし，未習内容の周りの長さが等しい長方形と正方形の面積を比べる問題では，誤答が８０％

であった。そのうち，周りの長さが等しいなら面積も等しいと考えている児童も数名いた。 

   事前アンケートにおいて，ノートに考えたことを表現したり説明したりする活動に意欲的に取

り組む児童もいるが，苦手だと感じている児童も多い。また，日頃の学習より，算数全般に苦手

意識をもっている児童がいる。掲示物や，前の時間のノートをふり返りながら，本時の問題に取

り組もうとする児童が少しずつ見られるようになってきた。 
そこで，ノートから見える児童の表現と思考の段階は以下のようである。 

  【表す段階】曖昧な見通しや手順，経過をかき表すことはできるがひとりで考えをつくることが        

不十分な児童・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３８％ 

    【表現する段階】算数的活動から意味や根拠をもって自分の考えをつくれる児童・・・・・５０％ 

    【表現を工夫する段階】考えに合った表現を工夫し，自分の考えを確かにしている児童・１２％ 
 
○ 本単元の指導にあたっては，これまでの量と測定の学習同様，面積を具体的に比べたり測った  

りして調べる算数的活動や，既習の面積の求め方から辺の長さや複合図形，大きな面積の求め方

を説明する算数的活動を通して，ノートに自分の思考を表現し考える児童を育てたい。 

   そのために，プロローグではいろいろな四角形を使ってしきつめをし，面積に対する興味関心

を高める。小単元１「広さの表し方」では，プロローグで作った形の広さを比べる活動を通して，

これまでの長さやかさの学習でどのように大きさを比べていたかを振り返ってノートにまとめ，

面積も基本単位の何こ分かで表せることを導くことができるようにする。また，三角形などの図

形を１㎠に等積変形するなどの算数的活動で理解を確実にし，面積の量感を養い，量の保存性に

ついても確認しておきたい。 
   小単元２「長方形と正方形の面積」では，１㎠の正方形が縦，横に並ぶ個数を考えれば面積を

計算で求められることを，１㎠を実際に長方形にしきつめる算数的活動をして，計算の意味をノ

ートにかき残し，長方形と正方形の面積を求める公式を導くことができるようにする。複合図形

においても，長方形や正方形の求め方に帰着すれば，面積を求めることができることを実際に切

ったり貼ったりする算数的活動を通して実感させ，解き方をノートにかいて説明することで公式

のよさが定着するようにする。 

   小単元３「大きな面積の単位」では，「㎡」「㎢」などの単位と，それらの単位の相互関係を

知るとともに，必要に応じて使い分けられるようにする。１㎡の中に１㎠の正方形をしきつめる

算数的活動を通して単位の関係を理解するとともに，「㎡」という単位の必要性を感じさせたい。

「a」や「㏊」についても，単位の相互関係を自ら計算等で導けるよう，正方形１辺の長さと，面

積を対応させて関係を理解できるようにしていく。さらに，実際に身の回りのものや場所の面積

を測定して，面積を見当付け量感を豊かにする。このように単元を通して，机上や計算だけの学

習ではなくて，図形を切ったり貼ったりしきつめたり測ったりする算数的活動を取り入れる。 



４ 単元計画（全１３時間） 

 配時        目    標      主な算数的活動     ノートの視点 

 １ 

 

プロローグ・いろいろな四角形を

使ってしきつめをし，面積に対す

る興味を高める。 

・いろいろな四角形を使っ

て，しきつめをする。 
 

これまでの量の学習をふ

り返り広さの比べ方をかく。 

 ２ ○ 面積の比べ方を考え，面積を

比べることができる。 
・面積の比べ方を考える。 
・任意単位の考えで面積を

比べる。 

長方形や正方形の広さを

比べる方法を考え，比べ方を

言葉で説明をかく。 

 ３ 

  
○ 面積の単位「㎠」を知り，面

積の意味について理解する。 
・図形の面積の表し方を考

え，１㎠に切ったものを

しきつめていく。 

面積を１㎠の何こ分かで

表すことの意味を言葉，数，

図でかく。 

 ４ 

本時 
○ １㎠をもとにして面積を求め

ることができる。 
・面積を切って動かしたり

同じものを２つつなげた

りして面積を求める。 

面積の求め方を言葉で説

明をかく。 

 ５ 

 

○ 長方形・正方形の面積を計算

で求める方法を考え，公式をつ

くることができる。 

・長方形，正方形の面積を

計算で求める方法を考え

面積の公式をまとめる。 

面積を求める式とその意

味を言葉と数で説明をかく。 

 ６ 

 

 

○ 長方形・正方形の面積を求め

る公式を使って面積を求めたり

辺の長さを求めたりすることが

できる。 

・公式を用いて長方形や正

方形の面積や辺の長さ

を求める。 

公式を用いて長方形や正

方形の面積を求めたり，辺の

長さを求めたりする説明を

かく。 

 ７ 

 

○ 既習の学習を活用して，長方

形を組み合わせた図形の面積の

求め方を考えることができる。 

・複合図形の面積を，分割

したり，補ったりするな

どのいろいろな考えで求

める。 

  複合図形の面積は長方形

や正方形の面積公式を使っ

て求められることとその理

由を言葉，数，図でかく。 

 ８ 

 

○  面積の単位「㎡」を知り，㎡

と㎠の関係を理解する。 
・１㎡は何㎠になるのか，

１㎠の正方形をしきつめ

る。 

１㎡は何㎠になるか調べ，

その理由を言葉，数，式，図

でかく。 

 ９ 

 

 

○ 辺の長さがmの場合も，長方

形や正方形の面積の公式が適用

できることを理解する。 

・１㎡の正方形を作り面積

の量感をつかむ。 

辺の長さがｍで表された

長方形や正方形の面積も，公

式を用いて面積を求める説

明をかく。 

１０ 

 

 

○ 面積の単位「㎢」を知り㎢と

㎡と㎠の関係を理解する。 

・１㎢は何㎡になるのか，

１㎡の正方形をしきつめ

て調べる。 

正方形の１辺の長さと面

積の関係を，言葉，数，式，

図で説明をかく。 

１１ ○ 面積の単位「a」「㏊」を知り

面積の単位の相互関係を理解す

る。 

・１辺の長さを10ｍや100
ｍにしたときの面積を考

える。 

正方形の１辺の長さと面

積の関係を，言葉，数，式，

図で説明をかく。 

１２ ○ 面積についての興味を広げ，

面積の量感についての感覚を豊

かにすることができる。 

・身の回りのいろいろなも

のやところの面積を，見

当を付けて調べる。 

調べたいものをみつけ見

当をかき，調べて分かったこ

とをかく。 

１３ 

 

○   学習内容を確実に身に付け

る。 
・「力をつけよう」に取り

組む。 
問題，公式を使った式，答

え，誤答の場合理由をかく。 

 



第４時     ～１㎠をもとにして面積の求め方を考える学習～ 

 

５ 本時目標 

○ １㎠を単位とした面積の求め方を，具体物を用いたり，言葉，図を用いたりして考えることが

できる。                               （数学的な考え方） 

 

６ 本時指導の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 準備 

  教師：方眼用紙，㋕～㋘の図形（提示用・児童用） 

    児童：はさみ 
 

・方眼用紙を切ったり貼ったりする算数的活動を通して，三角形の一方の空いている側に半端

な面積を移動させると１㎠の正方形にして面積を求められるという説明をかいている。 

【考える子どもの姿】 

 

・「つくる」では，方眼用紙を切ったり貼ったりする算数的活動を行う。方眼用紙を切ったり

貼ったりすることで，三角形の一方の空いている側に半端な面積を移動させると１㎠の正方

形にして面積を求められるという考え方や，切って動かしても面積は同じ（量の保存性）と

いう考え方を身に付けることができる。 

 

【算数的活動】 

 

 [表す段階]         [表現する段階]          [表現を工夫する段階] 

 

【ノート指導】 

 

＜切って面積を移動させて

，１㎠をつくる＞ 

はじめに，㋕を真ん中の線に

そって，はみ出している部分

を分けました。次に，右の長

方形を左の長方形の下に動

かしました。すると，一辺が

１㎝の正方形ができました。

これは１㎠なので，１㎠の１

つ分です。だから，㋕は１㎠

です。 

答え ㋕は１㎠ 

 

＜同じ図形を２つつなげ

て２でわる＞ 
はじめに，㋗と同じ形をと

なりに２つつなげます。

すると，長方形ができま

す。次に，その長方形は

１㎠が２つ分だから，２㎠

です。㋗の２つ分が２㎠だ

から，㋗の１つ分は１㎠で

す。 

答え ㋗は１㎠ 

言葉での説明をかけ

るよう，かき出しを教え

る。 
 矢印や気付いたこと等

をかき込んで，分かりやす

く説明できるよう助言す

る。１㎠の何こ分かに着目

して説明できているか声

をかける。 

同じ図形を２つつなげ

る方法で考えることもで

きるように，図形を２枚

ずつ配布する。 

＜切って面積を移動さ

せて，１㎠をつくる＞ 

 

ぼくは，切って動かしま

した。すると，１㎠にな

りました。 

 

 

 

 

答え １㎠ 

 

 

修正案 第４学年３組         指導者 谷川 慶子 



８ 本時の展開（４／１３） 

過程 学 習 活 動 と 内 容 支援・指導 

 

 

 

 

 

 

つ

か

む

・

見

通

す 

 

 

 

 

 

 

／ 

 

 

 

 

 

 

つ

く

る 

 

 

 

 

 

 

 

／ 

 

 

ま

と

め

る    

１ 問題を知り，めあてをつかむ。      
（１）問題を知る。                     

  
 
 
 
 
                                                       
  
                                                              
 
  
（２）めあてをつかみ、方法の見通しをもつ。  

 
 
・面積は１㎠の何こ分かで考える。   

・切って空いている部分に移動させれば１㎠になりそう。 

   

２ 見通しを生かして，問題を解決する。 

（１）方眼用紙を切ったり貼ったりして，自分の考えをつく

る。 

 ・切って面積を移動させて，１㎠をつくる。 

１㎠が２こ分だから，２㎠  
 
 

 
・㋗と同じ図形を２つつなげて２でわる。 

同じ形を２つつなげると， 
１㎠が４つ。２つつなげたら 

４㎠だから，４÷２＝２ 

１つでは２㎠ 
（２）答えを確認し，それぞれの考えについて話し合う。 
    ① 問題の答えを確認する。           

   ② ２つの考えから気付いたことを話し合う。   
 
３ 本時学習をまとめ，自分の考えを見直す。                    
（１）面積の求め方をまとめる。         

    
 
 
（２）考えの見直しをかく。 

（３）チャレンジ問題を解く。 
（４）本時のふり返りをかく。 

 ・はじめは自分の考えがつくれなかった。でも・・・ 

  ・自分の考えが１つつくれた。それは・・・・ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 面積の既習内容や前時

のノートを振り返って見

通しをかく。 
 
※ 切った図形を組み合わ

せるなど操作しやすいよ

う，画用紙の方眼の上で操

作させる。 

※ 図形を切る際，はさみで

切るのは少ない回数でで

きるということを助言す

る。 

※ 自分で切ったり貼った

りしたことを，「は・つ・

さ・だ」を使ってそのまま

ノートにかくように指示

する。 

※ 「自分のまとめ」まで書

き終わった児童は、他の方

法を考えるよう助言する。 

 

 

 

 

 

※ ４㎠の図形をかくチャ

レンジ問題に取り組む際，

４㎠の図形を１つ提示す

る。 

※ かき出しを与え，考えを 
ふり返られるようにする。 

〈問題〉  ㋕～㋘の面積は何㎠でしょう。 

 

〈めあて〉   １㎠ではないところがある形の面積の求め方を考えよう。 

〈まとめ〉    １㎠ではないところがある形の面積は，形を分けて動かし 

１㎠にすると，求めることができる。 


	img243.pdf
	4年生算数「面積のはかり方と表し方」２
	4年生算数｢面積のはかり方と表し方｣３

